
日
一
ふ
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
る
よ
う
、
放
迭
を
通
U
一
般
困
窮
者

引

一

h
u防
相
川
れ

M
M
ば
r
b
M
M一
一

目

前

日

日

日

刊

訂

一

恒
例
の
新
年
名
刺
交
換
会

一
月
一
日
午
前
十
一
時
一
一
一
城
市
上
れ
工
場
」
紡
一
は
な
る
ぺ
く
、
海
上
保
安

子

一
皆
様
の
御
協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す

。

一

を

開

催

し
ま
す
の
で
、
御
一
会
場
所
・:大
村
市
中
央
公
一
ム
年
令
:
満
十
八
才
ま
で
一
た
学
校
、
ま
だ
後
海
上
保

問

一

会

民

施

期

間

一

事

務

局

-
の
吠
況
を
放
送
で
一
般
に
一
希
望
。
方
は
十
二
月
十
五
一

民

館

一

ム

学

盤

新

制

中

学

卒

一

安

章

二

水

路

科

、

燈

台

関

十

二

月

六

日

か

一

ム

共

同

募
金
会
大
村
支

一
発
表
す
る
さ
L
も
医
、
新
一

2
5会
費
を
添
え
て
、
一

A
会

費

・

:

百

円

一

A
給
輿
:
手
取
三
、

0
0
一科

E
受
輸
し
て
下
さ
い
〕

2
一

九

十

二

月

二
一

会

一

間

等

へ

掲

載

し
ま
す
。

一
庶
務
課
に
申
込
ん
で
下
三
ム
名
簿
印
刷
な
ど
の
都
合
す
円
、
毎
半
定
期
昇
給
、及
一
ム
試
験

昭

和一一
-十
一
年

1
一

十

日

ま

で

十

五
一
ム
各
郵
便
局
窓
口

一

一

、

義

援

金

の

処

理

一

ぃ

。

一

上

申

込

は

期

日

を

殿内寸

一

び

支

興

支

治

一

一

月

二

十

二

日

、

二

十

三

昌

一

ム

義

援

金

の

集

計

並

び

に

一

三

の

運

動

に

よ

る

詣

援

一

名

刺

交

換

曾

一

し

て

下

さ

い

。

一

ム

赴

任

地

.

愛

知

県

一

日

ム

義

援

金

の

受

付

機

関

一

塁

一

金

は

、

共

同

募

金

会

に

江

河

内

同

但

汗

搾

Y
j仁
接

待

一

ム

現

従

業

員

数

一
、
二
一
ム
受
域
申
込

一

一

お

い

て

、

そ

の
定
め
る
一

一

一

昭

和

二
一十
年
十
二
月
一
日

佐
川
時
一
関
い

れ

れ

鰐

万

一

計

れ

れ

詩

吟

吋

一

口

融

監

民

自

己

み

ん

な

で

年

末

大

掃

除

一

お

討

は

十

一

一月
十
五
日
一
片
十
二
周
二
十
一
日
ま

?
と
左
の
事
務
所
で
受
付
一
全
闘
か
ら

の
集
計
を
報
告
一
一
間
分
し
ま
す
。
一
本
年
長
後
の
大
掃
除
械
を
実
一

の
清
掃
、
ご
み
箱
、
肥
一
ま
で
大
村
公
共
職
業
安
定
一
申
込
書
ば
、
「
門
司
市

け

ま

す

。

一

し

、

そ

の

金

額

を

日

本

放

一

〈

共

同

募

金

金

一

一

一

所

に

、

お

申

込

み

下

3
い

一

連

ム
N
H
K
長
崎
放
送
局
一
迭
協
会
に
油
報
す
る
三

と

一

大

村

支

会

u
一施
、し
ま
ず
か
ら
御
協
力
下
一
料
溜
に
は
完
全
墓
古
一
(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)
一
海
岸
通
り
第
七
管
凶
海

総
務
課

一

1
2
首
っ
玉
名
並
び
一
至
急
配

劃

司

宣

伝

t-
一

十

一

時

十

旬

、
鶏

舎

の

可

部

斜

計

計

五

諸

問

団

ト

ゴ

脱

会

宣

晴

居

直

慢

直

ば

晴

、

募

金

一

所

地

区

ほ
関
係
出
張
所
d

一

家

hp
遣
問
、
溝
一
ム
二
十
一
日

t
二
十
三
日
一
第
七
期
生
徒
約
二
瓦
名
一
途
乃
場
合
は
十
円
切
手

来

年

度

ω就
事

児

童

.

一

に

お

届

け

下

き

い

0
7
j
j
j
A
U門{
{

;

一

ム

修

業

年

限

各

六

カ

月

一

を

は

っ
た
宛
先
明
記
の

-hノて二
来

年

度

の

就

挙

児

童
は

一

諮

J
旬

多

昼

初

夏

穿

一

ム

受

総

費

格

一

返

信
用
封
筒
を
司
封
の

一
昭
和
二
十
四
年
四
月
二

一

J
A
i
-
E

一
新
制
中
華
校
卒
業
以
上
。
一

Z

J

(

屑

け

て

い

な

い

人

は

急

い

で

一

日

か

ら

二

十

五

年

四

月

一

申

込

は

旬

月

幻

自

ま

で

一

者

で

、

昭

和

一一一十
一
年
四
一
ム
詐
細
仕
第
七
管
区
海
上

・

一

一

日

ま

で

に

生

れ

た

者

一

海

上

保

安

庁

で

は

、

初

経

一
を
募
集
し
て
い
る

の
で
、
一
月
一
日
現
在
、
満
十
七
才
一

保
安
本
部
へ
問
合
せ
て
下

昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
一
供
を
お
も
ち
の
方
で
未
だ
一
で
す
。
一
職
員
を
養
成
す
る
、
海
上
一
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
以
上
、
十
し
才
〉
男
チ

〔
一

つ

ハ

市

民

課

)

か
ら
小
挙
校
に
就
予
の
子
一
届
け
出
て
い
在
い
方
は
、
一
ハ
市
教
育
一
要
員
会
J

一
保
安
学
校
普
通
科
の
生
徒
一
ム
採
用
人
員
一
新
制
高
校
ー

?
?
t乃
者
一

3
'

-
S
I
l
l
i
-
-
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
i
l
l
l
l
l
l
l
-
B
E
l
l
i
-
-
E
B
i
l
l
i
-
-
l
t
l
l
l
l
i
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
E
l
i
l
E
B
i
l
l
i
-
-
-

お
正
月
用
生
け
花
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
十
二
月
二
十
二
日
安
達
流
、
二
十
四
日
池
の
坊
、
二
十
五
日
新
池
の
坊
、
時
間
は
毎
日
今
後
一
時
か
ら
問
時
ま
で
、
講
習
料
は

無
料
。
申
込
は
二
十
一
日
ま
で
中
央
公
民
舘
事
窃
所
へ
。

(12月中旬号)
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急

とヒ
c 

遺
族
園
債
の
担
保
貸
付

希
望
者
は
ロ

H
U
日
ま
で
に

事
業
・
更
生
資
金
な
ざ

こ
の
度
ぴ
本
年
度
吃
一
於
け
一
生
資
金
と
し
て
御
希
望

の

る
遺
旋
国
庫
債
雰
の
担
保
一
方
は
十
二
月
十
七
日
ま
で

貸
付
資
金
ハ
一
一
二
、

0
一
雨
祉
事
務
所
に
お
申
込
み
J

O
O
円
}
の
割
当
が
b
h
り
一
下

Z
い。

ま
し
た
の
で
、
事
業
、
更
一
ハ
繭
祉
事
務
所
)

新

年

名

刺

交

換

会

申

込

は

旬

月

時

固

ま

で

便
所
。
清
掃
、
汲
取
口

蓋
の
完
備
Q

手
洗
器
の

整
備
。

A
二
十
四
日

t
二
十
七
日

家
屋
内
を
、
く
ま
な
く

清
掃
し
、
台
所
、
物
置

倉
庫
等
乃
清
潔
整
頓
Q

屋
外
庚
告
物
。
美
化
整

理
。

ハ
期
間
経
過
、

不

許
可
魔
告
物
の
撤
去
)

ハ
保
険
衛
生
課
d

， 
守弘

糸
姫
を
募
集
グ

【
訂
正
】

十
三
月
一
日
号
本
紙
上
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
新
し

い
果
の
行
政
機
構
ひ
中
一

部
を
左
の
遇
り
訂
正
し
ま

す。ム
衛
主
郊
の
医
務
禁
事
課

を
端
掃
除
問
管
理
課
r
k

緒
核
保

値
謀
を
医
務
保
健
課
に

ム
水
産
高
同
工
部

の
水
産
課

を
水
産
施
設
昆
に

ム
十
一
月
一
日
発
是
を
十

一
月
十
一
日
に
夫
々
訂
正

し
ま
す
。

何
M
月
村
山
固
ま
で



〈ニ〉

玄

ス

J
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年
賀
電
報

て?川
即
日
か
ら
特
別
取
扱
い

ぐ第88号)

大
村
電
報
電
話
局
で
は
、

新
春
の
よ
ろ
こ
び
を
電
報

立
博
え
る
h
q

年
賀
電
報
ゲ

の
取
扱
い
を
十
二
月
十
日

か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
.

三
れ
は
翠
信
申
込
塙
紙

陀
略
号
を
記
入
す
る
だ

け
で
相
手
方
に
電
文
が

届
く
も
の
で
、
例
え
ば

U

ハ
ツ
サ
グ
と
書
け
ば

相
手
方
に
グ
ハ
ッ
ピ
ー

且
ユ

1
イ
ヤ

1
0
。
電

報
と
な
る
仕
組
み
。

りよ大村市政?三

同
局
で

は
年
内
に
出
し
て

も
元
日
朝
配
達
し
、
用
紙

も
年
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
図

案
を
用
い
封
筒
に
入
れ
る

の
で
、
虞
く
市
民

ρ
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

料
金
は
十
五
字
ま
で
三

十
円
、
五
字
培
す
恒
常
に

七
円
。

取
扱
い
は
十
二
月
末
回

ま
で
。
ハ
大
村
電
報
電
話
局
)

鈍
制
等
借
入
金
の
確
認

未
請
求
者
は
早
く
手
績
き
を

〈句邦〉

在
外
公
舘
等
借
入
金
整
理

準
備
審
査
会
に
外
地
か
ら

到
着
し
て
い
る
借
入
台
帳

そ
の
他
の
資
料
に
基
き
調

製
し
た
確
認
詩
求
未
済
者

名
簿
の
内
、
当
市
関
係
分

は
左
記
の
方
々
で
あ
り
ま

す
が
、
未
だ
確
認
請
求
書

が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
十
二
月
二
十
固

ま
で
に
福
祉
事
務
所
ぜ
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

住
所
氏
名
等
ば
、
外
地

の
費
金
提
供
地
に
於
て

記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

昭和30年 12刃10日

り
ま
す
O
で
、
現
住
所

等
と
相
違
す
る
も
の
も

る
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
長
崎
豚
関
係
分
。

未
請
求
者
名
簿
ハ
一
、

O

五
二
名
)
の
送
付
が
あ
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
外
地
-

に
於
て
在
外
公
舘
、
ま
た

ほ
邦
人
頭
体
等
の
引
揚
費

救
済
費
等
と
し
て
資
金
を

提
供
し
、
未
ガ
返
済
を
受

け
乞
い
左
い
人
で
、
心
当

り
O
方
は
幅
祉
事
務
所
ま

で
お
出
で
下
さ
い
。

ハ
悶
註
事
務
所
J
V
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氏

名

森

投

究

森

山

醤

男

辻

秀

男

北

村

寅

議

西

宮

継

怪

尾

次

郎

今

里

好

夫

組

内

芳

夫

松

崎

君

子

鵠

沼

三

夫

担
弁
チ
エ
子

森

川

週

民

市

川

斉

一
湖
南
甲
摘

民

宿

斉

泰

愚

義

役

川

淑

子

猪

股

千

春

北
刈
客
三
文

本

図

芳

縫

内

因

調

江

繭

因

調

地

森

良

調

犬

石

テ

ル

畏

谷

初

行

柴

悶

フ

イ

吉

村

清

徳
永
一
疋
一

腰
間
富
士
子

産

投

恒

郎

砦

筏

世

議

住

所

杭
出
湾
五

O
四
ノ
一

極

原

稽
河
町
八
九

徳
泉
川
内
五

O
玄

誠
司
却

萱
沼
田
下
宿
村
方

森
闇
郷

一
一
一
一

伊
勢
町
四
七
四

萱
溜
坂
口

片
町
一
一

語
認
三
二
七
一
局
、
本
内

坂
口
筏
永
己
一
方

原
口
住
宅
了
三
三

矢
同
部
三
三
八

鈴
田
釜
川
内

広

川

町

竹
筏
町
一

α
Q

原
口
町
三
ノ
五
六

・小路口
小
路
口
元
水
交
佐
内

抗
出
昌
伸

抗
出
港
五
六
六
ノ
二

査
清
三
七
三

既

日

古
賀
島
町
三
三
二

二
三
五
番
島
崎
方

今
福
郷
六
二
ニ
ノ
一

錯
回
目
償
金
子
方

犬
村
町

池
同
二
綱
策
地
方

池
図
弁
上
一
苅
市
ガ

h

し
い
に
げ
の
栽
培
法
:
:
・
:
・

種
駒
の
取
扱
い
が
大
切

者E
「
し
い
た
け
の
]
栽
培
は
古
い
時
代

ο
、
原
木

に
銘
目
を
入
れ
る
だ
り
の
翠
純
に
培
養
さ
れ
た

菌
糸
を
埋
込
む
方
法
と
か
、
極
駒
を
打
込
む

5

法
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
非
常
じ
容
易
に
裁
培

出
来
る
よ
、
フ
じ
な
り
ま
し
た
a

長
崎
県

ο采
錠

新
卒
者
の
雇
用
に
全
力

-
:
求
人
申
込
の
受
入
れ
整
う
・
:
・
:
・

毎
年
新
規
に
学
校
を
卒
業
一
人
は
勿
論
、
家
庭
の
方
針

し
就
磁
を
希
望
す
ぷ
者
に
一
も
は
っ
き
り
定
ま
ら
や
J

、

つ
い
て
は
、
当
所
や
学
校
一
折
角
よ
い
職
業
が
あ
っ
て

に
お
い
て
就
磯
斡
旋
を
し
一
も
、
み
す
/
¥
機
会
を
見

て
居
り
ま
す
が
、
卒
業
当
一
逃
す
者
が
あ
り
ま
し
た
の

日
に
な
っ
て
も
、
き
ん
な
一
で
、
本
年
は
特
に
、
三
の

仕
事
を
希
望
す
る
の
か
本
一
点
に
留
意
し
職
議
講
誌
や

は
「
し
い
た
け
」
栽
一培
に
遁
し
て
い
ま
す
の
で

県
下

E
こ
で
も
殺
培
出
来
ま
す
。

し
か
し
種
駒
の
取
扱
い
や
原
木
の
乾
き
具
合
な

ど
に
注
意
し
た
け
れ
ぽ
島
平
に
「
し
い
た
け
」

を
作
る
之
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

A
V
一d
木

の

撰

定

一

A
V
種
駒
の
取
扱
い
方

原
本
の
樹
種
と
し
て
、
ナ
一
種
駒
は
暗

t
て
涼
し
く
、

ラ
類
、
ク
ヌ
ギ
、
ク
夢
、
一
員
の
当
ら
な
い
と
三
ろ
に

カ
シ
類
、
シ
イ
等
が
あ
り
一
保
管
し
、
出
来
る
だ
け
早

ま

す

。

一

く

原

木

に

打

込

む

こ

と

が

A
V
原
木
の
伐
採
時
期
一
大
切
で
、
打
込
み
O
際
は

原
木
の
伐
採
を
春
夏
の
生
一
宜
援
日
光
に
あ
て
る
三
と

長
。
旺
盛
な
時
期
に
行
う
一
は
禁
物
で
あ
る
。

と
築
養
分
が
少
く
、
叉
樹
一
。
程
駒
の
打
込
数

皮
が
は
け
や
す
く
、
し
い
一
原
木
長
三
尺
の
も
の
末
日

た
け
栽
培
に
不
利
で
あ
り
一
径
一
立
寸
位
で
五

t
六
個
打

ま
す
か
ら
、
秋
の
紅
葉
時
一
込
む
。

か
ら
春
O
変
芽
前
ま
で
の
一
⑥
種
駒
の
購
入
斡
旋

聞
が
伐
採
の
適
期
で
す
・
一
し
い
た
け
の
原
木
伐
採
持

。
原
木
の
玉
切
り
一
期
じ
入
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
は
伐
り
倒
し
た
原
木
一
極
駒
を
斡
旋
設
し
ま
す
。

を
、
取
扱
い
に
便
利
な
よ
一
申
込
場
所
:
経
演
説
ま
た

う
に
、
適
当
左
長
さ
に
明
一
は
関
係
出
張
朗

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
普
一
債
格
:
一
個
六
十
二
銭

週
二
尺

t
v立
尺
が
適
当
で
一
期
日
・
:
十
二
月
末
日
ま
で

す

ロ

ハ

経

済

課

)

一
職
業
相
談
も
早
目
に
済
ま

一
せ
、
ま
た
翠
授
に
お
い
て

一
も
就
職
吃
必
要
注
諸
種
の

-
指
導
を
実
施
し
て
、
一
部

を
除
き
保
護
者
の
同
意
も

殆
ん
ど
得
て
、
求
人
の
申

込
み
が

b
り
共
第
川
崎
で

も
紹
介
が
出
来
る
態
勢
に

あ
り
ま
す
。

職
場
や
家
庭

巴
訴
し
く

人
を
雇
入
れ
た
い
御
希

望
円ノ
方
吐
素
一
世
で
純
朴

を
挙
卒
者
を
是
非
早
目

に
申
込
ま
れ
る
ぷ
う
御

願
い
設
し
ま
す
。

ヤ
一
尽
二
十
五
日
か
ら
一

カ
月
間
中
川
学
、
高
境
卒
業

者
心
雇
用
促
進
明
閣
と
江

つ
℃
お
り
、
期
間
中
ば
当

所
犠
員
が
総
力
を
暴
け
て

求
人
胡
拓
の
た
め
事
業
所

を
訪
問
致
し
ま
ず
つ
で
、

詳
細
以
其
D
節
均
等
ね
に

な
る
か
、
電
話
で
御
連
絡

下
さ
い
。

〔
大
村
公
共
職
業
安
定
所
〕

米
の
繰
り
上
げ
配
給

一
月
分
一
般
配
給
内
地
米

一
日
分
を
十
二
月
中
に
練

り
ヒ
仔
間
給
い
た
し
ま
す

配
治
対
象
は
、
現
在
、
消

費
品
川
帯
用
、
告
一連
世
帯
用

主
、
ぇ
嬬
入
帳
で
間
給
を
受

け
て
い
る
治
費
者
に
限
h
り

ま

す

。

ハ

市

民

課

〉
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